
 
 

 
 

第８回新農林水産省生物多様性戦略検討会 

議事次第 
 

日時︓令和５年３月７日（火）13︓00～15︓00 
場所︓農林水産技術会議委員室（Web会議と併用開催） 
 
１．開会 

 
２．話題提供︓次期生物多様性国家戦略案について 
 
３．農林水産省生物多様性戦略改定案に対するパブリックコメント
の結果について 

 
４．生物多様性の見える化について 

 
５．閉会 
  
 

＜資料一覧＞ 
資料 1 検討会委員名簿 
資料 2 次期生物多様性国家戦略（案）について 
資料 3 農林水産省生物多様性戦略改定案に対するパブリックコメントの実施結果 
資料 4 農林水産省生物多様性戦略改定案の概要 
資料 5 農林水産省生物多様性戦略改定案 
資料 6 第７回検討会の指摘と対応方針 
 
参考１ 温室効果ガスの見える化の検討状況 
参考２ 第７回新農林水産省生物多様性戦略検討会（令和５年１月 10日資料） 



資料１ 

新農林水産省生物多様性戦略検討会 委員名簿 

 

●涌井 史郎   東京都市大学特別教授 

○橋本 禅    東京大学大学院農学生命科学研究科 （東京大学未来ビジョン研究

センター兼任） 准教授 

粟野 美佳子   一般社団法人 SusCon 代表理事 

生部 誠治    一般社団法人 全国農業協同組合中央会 農政部部長 

井村 辰二郎   公益社団法人 日本農業法人協会 理事、有機栽培農家 

大津 愛梨    O2Farm 6次化担当、NPO法人田舎のヒロインズ理事長 

大塲 あい    毎日新聞社 科学環境部 副部長 

岡部 貴美子   国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所 生物多様性

研究拠点 研究専門員 

河口 眞理子   不二製油グループ本社株式会社 CEO 補佐（ESG・市場価値創造

担当）、立教大学 21世紀社会デザイン研究科 特任教授 

菊池 紳     いきもの株式会社 創業者・代表取締役 

二村 睦子    日本生活協同組合連合会 常務理事 

松原 稔     りそなアセットマネジメント株式会社 執行役員 責任投資部担当 

森井 茂夫    株式会社ニッスイ サステナビリティ推進部 担当部長 

（臨時委員）   必要に応じて随時 

●座長、〇副座長 

 (敬称略、５０音順) 
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ে੟੗஘ਙবੇਅറのँॅा؝ڭ
生物多様性૖৺ਸ਼ڲ૖
nে੟の੗஘ਙの৳৸఺ल੅ਢ可ચऩਹ৷॑৯৓とघるবੇ৓ऩਅറ଄खऎमੑ઺॑੿ਛघる|

1995ফ؟ে੟੗஘ਙবੇਅറ ⋇

૖৺ഁ੥॑ਭけथ
சृऊにੁ৒

2002ফ؟ৗে੟੗஘ਙবੇਅറ ⋈

઀ં॑كپقणの஠ਃگ
ঽேુে঺会のઊठলख

2007ফ؟ਸ਼ਕઃে੟੗஘ਙবੇਅറ ⋉

णの஠ਃにਸइؚگ
৉ૉആ཮化にेる
஠ਃの୯ਸ

ে੟੗஘ਙ
੦ম১

ك2008ফ਑৒ق
に੦तऎ
১৒ੑ઺

2010ফ؟ে੟੗஘ਙবੇਅറ2010 ⋊

ఎੴ৯ఏ॑౷ऽइञ
বશ৯ఏのਝ৒

ূ঩মপ൜಼の৽ୡ

2012ফ؟ে੟੗஘ਙবੇਅറ2012-2020 ⋋

2010ফ ఎੴ৯ఏ
كਅറੑ઺2011-2020ق

2023ফق੒৒؟كઃ਋ে੟੗஘ਙবੇਅറ ⋌

2022ফ
ᆦ৥؞ӗӡӈӜҹҴӝে੟੗஘ਙೳੌ

णの஠機گكپق
৫৅ऩनয৑ણ৿にेる஠機؝ڭ
ঽேに対する௮ऌऊऐのೠ৵؝ڮ
にेる஠機

য৑にेॉ੅ठ੢まोञुの؝گ
にेる஠機

ᆦ৥؞ӗӡӈӜҹҴӝে੟੗஘ਙೳੌ
॑౷ऽइੁ৒੒৒
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（参考）生物多様性条約COP10と愛知目標

• 生物多様性条約第10回締約国会議（COP10）が2010
年10月に愛知県名古屋市で開催

• 生物多様性に関する包括的な世界目標である、「戦略
計画2011-2020」（愛知目標）が採択

3

愛知目標採択の
瞬間

目標１：生物多様性の価値と行動の認識
目標２：生物多様性の価値を国・地方の計画に統合、国家勘
定・報告制度に組込
目標３：有害な補助金の廃止・改革、正の奨励措置の策定・
適用
目標４：持続可能な生産・消費計画の実施

目標５：森林を含む自然生息地の損失を半減→ゼロへ、劣
化・分断を 顕著に減少
目標６：水産資源が持続的に漁獲
目標７：農業・養殖業・林業が持続可能に管理
目標８：汚染を有害でない水準へ
目標９：侵略的外来種の制御・根絶
目標10：脆弱な生態系への悪影響の最小化

目標11：陸域の17%、海域の10%を 保護地域等へ
目標12：絶滅危惧種の絶滅・減少が防止
目標13：作物･家畜の遺伝子の多様性の維持･損失の最小化

目標14：自然の恵みの提供・回復・保全
目標15：劣化した生態系の15%以上の回復を通じ気候変
動緩和・適応に貢献
目標16：ABSに関する名古屋議定書の施行・運用

目標17：国家戦略の策定・実施
目標18：伝統的知識の尊重・主流化
目標19：関連知識・科学技術の改善
目標20：資金資源を顕著に増加

戦略目標Ａ．生物多様性を主流化し、生物多様性の損失の
根本原因に対処

戦略目標Ｂ．直接的な圧力の減少、持続可能な利用の促進

戦略目標Ｃ．生態系、種及び遺伝子の多様性を守り生物多
様性の状況を改善

戦略目標Ｄ．生物多様性及び生態系サービスからの恩恵の
強化

戦略目標Ｅ．参加型計画立案、知識管理と能力開発を通じ
て実施を強化

愛知目標 -生物多様性の保全と回復を目指す20の目標-
【長期目標】 自然と共生する世界（Living in harmony with nature）

日本政府提供
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ে੟੗஘ਙবੇਅറ2012-2020ك૞અق
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ْে੟੗஘ਙのڰणの஠ਃٓ
َਸ਼ڭの஠機ُ ৫৅ऩनয৑ણ৿にेる஠機
َਸ਼ڮの஠機ُ ঽேに対する௮ऌऊऐのೠ৵にेる஠機
َਸ਼گの஠機ُ য৑にेॉ੅ठ੢まोञुのにेる஠機
َਸ਼ڰの஠機ُ ৉ૉ୭୆の૗৲にेる஠機

ْে੟੗஘ਙにঢ়घるڱणのୖ਻ٓ
⋇ 生物多様性にঢ়する৶ੰधষ৿
⋈ ૿いুध৴௚のન৳
⋉ 生ଙ௺१شঅ५दणऩがるَঽேુ生෠ُのੳ௙
⋊ যઠ੖૘等を౷まइञবଅの৳৸ଵ৶
⋋ ఐ৾৓ੴৄのౄৰ

ْ৯ ఏٓ
ٷ শ਋৯ఏ ك2050ফق
•生物多様性の೐੅؞৚୮ध੅続૭ચऩਹ৷をৢगथؚॎ
がবの生物多様性の૾ଙをਠ૾ਰ঱に௹ऊऩुのधする
धधुにؚ生ଙ௺१شঅ५をలਟにॎञढथᄵਭदऌる
ঽேુে঺会をৰਠする
ٷ ಢ਋৯ఏ ك2020ফق
•生物多様性の௤ଷをૃीるञीにؚఎੴ৯ఏの୸ਛに਱
ऐञॎがবにउऐるবશ৯ఏの୸ਛを৯੐しؚ஍ટ৓ऊ
णಸ૶ऩষ৿をৰ઱する

ْঽேુে঺会におけるবଅのॢランドॹ२インٓ
100ফ੔をৄৢしञবଅの৯੐す্਱性やҶӖҴӀӢを઀ં

णの੦মਅറٓڱْ
2020ফ২ऽदの
੎ਡ઱ੁ

ਸ਼ڮ৖؟ ఎੴ৯ఏの୸ਛに਱けञটードঐॵプ
のਅറ৯ఏُ॑ଡਛघるَ13のবશ৯ఏُとその୸ਛに਱けञَ48の਌ਏষ৿৯ఏُڱَٹ
ٹ বશ৯ఏの୸ਛ૾ய॑པ඼घるञीのَ81の੐ఏُ

ਸ਼گ৖؟ ষ৿ੑ઺

ٹ ৺700の఻৬৓઱ੁ ٹ 50のਯக৯ఏ

ਸ਼ڭ৖؟ ਅറ
ْে੟੗஘ਙの੎ਏਙと৶୛ٓ
すसथの生୵のோয়੦ೕ؞ లਟをஅि有৷ऩ੼க؞
౺ऊऩધ৲のஉ௹؞ ථैしの਍৸性؞

ْ৯ ఏْٓ৯ ఏٓ

ْ੦ম৓ऩઅइ方ٓ
َঽேのしऎाを੦ຊधするઌに௹ऊऩ঺ভをणऎるُ

໪ब2020ফऽदの੎ਡ઱ੁ
⋇生物多様性を঺ভに࿠්औचる ⋈৉ୠにउऐるযधঽேのঢ়બをৄઉしؚગଡਛする
⋉஌؞౔؞ਆ؞ਲのणऩがॉをન৳する
⋋ఐ৾৓੦ೕをਘ৲しؚ৆ੁに੥लणऐる

⋊৉ૉૠெのଳ৙をुढथষ৿する

৺700
বଅ૬৑৓઱ੁ

700の఻৬৓઱ੁ 50のਯக৯ఏの఻৬৓઱ੁ の఻৬৓઱ੁٹ
૯૵৓؞੦ೕ৓઱ੁ

のਯக৯ఏのਯக৯ఏのਯக৯ఏ
ূ঩মপ൜಼ऊैの୮௪؞ગে



ઃ਋生物多様性বੇਅറにબるব৔ਗの৿き؝ڮ

ে੟੗஘ਙ૖৺COP10
كఎੴ਩੡ଽો৘ق2010/10

ఎੴ৯ఏقਅറੑ઺2011-2020఼كඋ ে੟੗஘ਙবੇਅറ2012-2020ك2012/9ق

2010

2020

2021

2022

2023

এ५ॺ
2020
ে੟੗஘ਙ
ೳੌの検討
プট७५

৉ૉૠெে੟੗஘ਙ໪யਸ਼ڱගقGBO5(2020/9)ك

2012

2019

ઃ਋ে੟੗஘ਙবੇਅറద৮ৠ৒
ك2023/3੒৒ق

ে੟੗஘ਙ૖৺COP15
كঝشঔথॺজड़ق2022/12؞كᆦ৥ق2021/10

ᆦ৥؞ঔンॺজड़ーঝে੟੗஘ਙೳੌ
の఼උ

30by30টードঐॵプ
ਁ਀ك2022/4ق

ে੟੗஘ਙ఺लেଙ௺サーঅ५の੕়௬੼
(2021/3)كJBO3ق2021

রఙ୭୆ଟ৮会
ঽே୭୆৖会ؚ৵੻৩会
ع2021/8
ઃ期ਅറの఻৬৓ऩਫ਼ୈ

IPBES৉ૉૠெ௬੼ਾઔછك2019/5ق

2015 ঃজੈ৒SDGs

ব੠৓ऩ৿ऌ ব৔दの৿ऌ

ব
৴
ে
੟
੗
஘
ਙ
भ
10
ফ
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ঔンॺজड़ーঝে੟੗஘ਙೳੌ؞ᆦ৥ك૞અق
2050ফ崻ジ嵏嵛

ঽேとુ生する਼ੀ
2030ফ嵇崫シ嵏嵛

ঽே峼৚୮ཾ੊にଭ峅るた峫に生物多様性の௤ଷ峼ૃ峫ખૡ岿峅るた峫のಸ૶のষ৿峼とる

C ఩஫ৱ౺、崯ジ崧嵓ଦഔੲਾ
(DSI) 、఩஫ৱ౺に関連峃る
஫ଁ৓ੴ௙のਹ用によるਹஇ
のਁਫ岵峎ཀྵ਴峔ଦীと2050
ফ峨での大்峔ੜ加により、生
物多様性保全と੅ਢ૭ચ峔ਹ
用に๾൴

A
・生ଙ௺の௏全性、連੥性、嵔ジ
リ崐ン崡の೐੅・ਘ化・৚୮岞ঽ
ே生ଙ௺のએ஋ੜ加
・যによるബຑの༛ૃ、ബຑ૨と
リ崡クのచ減岞૔ਟ৙生ரの଻
৬数のੜ加
・఩஫৓多様性の೐੅、ిૢચ
力の保૧

D ফ৑7,000੏崱嵓の生物多
様性のৱস崖嵋崫プをဉرにೠ
小し、ೳੌৰ઱のた峫のેী峔
ৰ઱ু஺をન保

2030ফ崧ー崚崫ト

実઱੍ରメ崓崳崢嵈及び実ਠ૖੯طிભと්৥性（嵔崻ューメ崓崳崢嵈）ط広報・ઇ୘・ཟ発・取り੢峩

(1) 生物多様性峢のะ๏峼減峳す2050ফ崜ール

B 生物多様性岶੅ਢ૭ચにਹ
用岿島、ঽேのఞଖ（NCP）岶
௬੼・೐੅・ਘ化

(2) যرの崳ー崢峼௥たす

(3)崬ールと解ৠੁ

1.すसथの৉ୠを૞ਸ஑়ଁ؞৓द生物多様性にଦൟしञ૬৑
ੑ઺ৣ఺ल/ྼम஍ટ৓ऩଵ৶উট७५ৣに置ऎ

2.༄৲しञ生ଙ௺の30%の৉ୠを஍ટ৓ऩ৚୮ৣに置ऎ
3.ಮधਲのजोझो૘ऩऎधु30%を৳૧৉ୠ఺लOECMにे
ॉ৳৸ كby 30৯ఏ 30ق

4.ബຑজ५ॡをপ்に੖ैすञीにಸ૶のଵ৶ষ৿をન৳ؚয
৑ध৙生生物धの ‣をਈ৵৲

5.ೊඃをଆૃするऩनؚ৙生ரのਹ৷等が੅続৓ऊण਍৸়ؚ
১ऩुのにする

6.෶റ৓ਗਟரの଑ো૨఺ल৒ା૨を50%ਰ঱చ੖
7.୭୆中に૴লするૌ๪ऩ౭ുಞの઄੖ؚ農ఇ఺ल有૩性の
高い৲৾物ସにेる৸৬৓ऩজ५ॡの઄੖ؚউছ५ॳॵॡළ
ഉのଆૃ؞చ੖

8.ঽேをણ৷しञੰৠੁ/生ଙ௺をણ৷しञ॔উটشॳ等をৢ
गञをৢगञؚਞ౜૗৿にेる生物多様性षの୶஭のਈ৵৲

13. ఩஫ৱ౺఺लॹ४ॱঝଦഔੲਾ(DSI)にબるਹஇଦীのೈ
置をधॉؚ॔ॡ७५धਹஇଦী(ABS)にঢ়するધછにజढञ
ਹஇଦীのপ்ऩੜਸをയਤ

14.生物多様性の多様ऩ੼கをؚ৆ੁ্؞ଉؚૠ਑ؚੑ઺ؚ৫
৅উট७५ؚ།൑ොຑਅറؚਅറ৓୭୆॔७५ওথॺؚ୭୆
ॖথঃॡॺ॔७५ওথॺ఺ल必要にૢगবড়ྠ৒にଁ়する
ऒधをન৳

15. হ業঻قঅ४ॿ५كが્ؚにপ੫業やস੆機ঢ়等मનৰ
にؚ生物多様性にબるজ५ॡؚ生物多様性षのൂோや୶஭を
௬੼؞৫ંしؚ੅続૭ચऩ଎ાのञीに必要ऩੲਾを઀୹す
るञीのೈ置を൥गる

16.ిજऩੲਾにेॉ੅続૭ચऩ଎ાの৭උを૭ચधしؚ୫મ
ఀಣの઄੖ؚૌ๪଎ાのপ்ऩచ੖ؚఀಣ物৅生のপ்చ੖
等をৢगथؚॢটشংঝইॵॺউজথॺをచ੖

17. ংॖड़७شইॸॕのञीのೈ置ؚংॖड़ॸॡঀট४شの取
ॉඞいउेलजのਹஇଦীのञीのೈ置をનয়

18. 生物多様性に有૩ऩॖথ७থॸॕঈقଓஃস等كの્৒ؚ
఺लजのఀૃྼम改୓をষいؚ૘ऩऎधुফ৑5,000੏ॻঝ
をచ੖するधधुにؚ生物多様性に有இऩॖথ७থॸॕঈを
ఁপ

19. ँैॅるৱস౺ऊैফ৑2,000੏ॻঝ৿৩ؚ੔ਤবऊैಥ
঱বषのব੠ৱসम2025ফまदにফ৑200੏ॻঝؚ2030ফ
まदにফ৑300੏ॻঝまदੜਸ

20. ચৡଡണ఺ल৫৅ధलにૼ୒षの॔ॡ७५఺लૼ୒୎ૡを
ਘ৲

21. ਈଐのਹ৷૭ચऩॹشॱؚੲਾ఺लੴ௙をؚਔઓৠ৒঻ؚ
ৰਜੇ఺ल঳ಹのযرがਹ৷दऌるेअにする

22. ੔કড়఺ल৉ୠ঺ভؚ੓性఺ल੓ుؚऒनु఺ल଄঻ؚ௽
૩঻の生物多様性にঢ়৴するਔઓৠ৒षの૞઺をન৳

23. ੓性఺ल੓ుのଅ৉఺लঽேৱ౺にঢ়するਥਹधँैॅる
ঞঋঝद૞઺をੳीるऒधをஅीञ४ख़থॲشに対ૢしञ॔
উটشॳをৢगؚ४ख़থॲش਴等をન৳

9.৙生ரのଵ৶धਹ৷を੅続૭ચऩुのधしؚযرに঺ভ৓ؚ
৽ੋ৓ؚ୭୆৓ऩལ౩をुञैす

10.農業ؚു༢業ؚී業ؚ௔業৉ୠが੅続৓にଵ৶औोؚ生ਓ
३५ॸ঒のਘᒃ性఺लশ期৓ऩ஍૨性ध生ਓ性ؚధलに୫મ
਍৸৳௽に๾൴

11.ঽேをણ৷しञੰৠੁ/生ଙ௺をણ৷しञ॔উটشॳをৢग
ञؚঽேのఞଖ(NCP)の৚୮ؚ೐੅ؚਘ৲

12.੃৘৖にउऐる෤৉؞஡水૬৑のએ஋ؚସؚ॔ॡ७५ؚ೶
இのੜਸؚ఺ल生物多様性をଦൟしञ੃৘ੑ઺のન৳
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3-1.ে੟੗஘ਙقୀःऋँるऒとكのਔ௡

生物ከᵝᛶ・⮬↛㈨ᮏ

♫会㈨ᮏ

⤒῭

ঽேৱম︓஌௔ؚଅယؚ水ؚপਞؚ生物ৱ౺ऩनؚঽேにेढथ஄ਛऔोるৱমپ
のऒधك५ॺॵॡق

घसथのে੟の৑にୀःق૗౮كऋँるऒと をいいؚ
ர৔ق఩஫৕ؚكர৑قரؚكেଙ௺ धいअگणのঞঋঝदの多様性がँる。

ে੟੗஘ਙとमেோ੦ೕとखथਂન実ऩ“૗化のৎ৻にऒそ|૑ਏऩुの 7

৊गரのরदؚऽञரの৑दुୀःऋँるऒとद…
ऩ౩ाऋ੭ैोるر஘ٴ
୫౫ؚఇ؞
ك๊؞ᄰ؞࿽ق਽౫ؚ๲థ؞
ك௔ؚঈॼ௔ؚি॒ऻؚ౔৛ૈق௴ବ؞
。Ⴉखやᒼऌ؛౺ધ化のஉ؞
ك஌௔ؚဒ৉قဏ਷॑ଆएਃચ؞
كਲ഍ଆ಼௔や१থ०ᆁقৈດ॑ଆएਃચ؞

ਘᒃਙऋੜघ؞ৡૢి؞েਓਙٴ
ऩਃચر୾়ਛؚฅ೏ؚ఑୫ؚীੰध஘؞
ऩ્ਙرడしい୭୆द୘णரؚेऎੜइるர等஘؞
ऩਘाر୰ਞにਘい଻৬ؚ໬औにਘい଻৬等ர৔の஘؞
生ଙ௺৸৬のেਓਙऋৈऎऩる؞
ളහに൪ा়いؚଓ౥し়いؚ૗化にਘऎऩる؞
ऒोにेॉেऌభलؚਤ化にणऩऋढथऌञ؞

ে੟੗஘ਙ؞ঽேৱমम঺会৽ੋの੦ೕ



3-2.ে੟੗஘ਙ॑਄りඕऎਠ૾ੳ௙قਞ౜૗৿ك

௤ଷの
পڱ
ઉமਏ౤
્॑৒

• ୶஭のপऌःದのڱणを્৒
⋇ಮୠ؞ਲୠのਹ৷の૗化پ

⋈生物のઉம఼਄پ

⋉ਞ౜૗৿
⋊ළഉ
⋋ਗਟரの෶ো

ਲୠम⋇⋈のದ๰がಗૡپ

ਞ౜૗৿にઃए
஥മऩ஠ਃ

IPBES ৉ૉૠெ௬੼ਾઔછك2019ق

ফઃ੕ভमَॲ঎५ভ৮ُقছ঒شੀ৽ੋইज़਼پ
धしथੴैोथいるكにउऐる॔থॣشॺ੥ટ。

஥മ২ऊैৄञॢটーংঝজ५ॡ ॺॵプ10
ك০৏10ফق

਼ੀ৽ੋইज़شছ঒قফઃ੕ভमَॲ঎५ভ৮ُ 8



3-3.ে੟੗஘ਙ॑਄りඕऎਠ૾ੳ௙ق঺会૗୓ك়ଁ؞

9

ॿイチকーএ४ॸॕঈ
生物多様性の௤ଷをૃी
ؚ৚୮ཾ੊にଭचる

ਞ౜૗৿や࿯୭৽ੋऩन
঺会৽ੋણ৿とのଁ়が੎ਏ

ઉமਏ౤ৌੁटけ
दमଌりङ૯૵৓
ऩ঺会૗୓ऋ૑ਏ

ে੟੗஘ਙの௤ଷ॑ૃी৚୮ཾ੊にଭचるにम



3-4.ে੟੗஘ਙ॑਄りඕऎਠ૾ੳ௙ق஗௔਷ਓ঵の੎ਏਙك

ঽேુেに਱けथ୎ষऋ
૑ਏऩڴী৙রؚڰী৙
ਰ঱ऋ஗௔਷ਓ੄ঢ়બ

ব৴୫મ३५ॸ঒サ
঑ॵॺ2021قফكदमؚ
୫મেਓऋਈপद
80٫のে੟੗஘ਙの
௤ଷのਏ౤धऩढथ
いるध੐త

୎ষに਱けञ஗௔਷ਓ঵؞୫મ३५ॸ঒の੎ਏਙ 10



4.次期生物多様性国家戦略案を考える中で考えてきたこと

不確実性の高い「変化の時代」を生き抜く
×様々な取組との連携

×社会変革
①土地利用に関連付け、持続可能な地域を増やしたい。

…健全な生態系・持続可能な土地利用に向けたArea-basedな取組が連携のカギ

②自然を守ることと併せて“積極的に”社会課題解決に
貢献していきたい。
…気候変動・地域づくり等に、結果的に貢献、ではなくて、それを目的として貢献したい。

③持続可能な生産と消費に向け、事業活動・お金の流れ
をしっかりと取り込み、ともに変えていきたい。
…気候変動から連なる世界的な動きをしっかりとらまえ、本業を変えていきたい。

➃持続可能な生産と消費に向け、我々日々の生活の中で
何ができるのかをあらためて問いたい。
…普及啓発に留まらず、行動変容・価値観の変化につながるメッセージを出したい。

⑤テクノロジーが日進月歩で進んでいるという実感。
…Pricelessな生物多様性も、ようやく見える化が本気でできそうだという期待に応える基盤。 11



5-1.次期生物多様性国家戦略の検討の経緯
2020年 2020年１月～

2021年７月
次期生物多様性国家戦略研究会（計９回）
・・・主要課題の洗い出しや対応の方向性について検討

2021年

８月27日 第44回中央環境審議会自然環境部会
・・・生物多様性国家戦略の変更について（諮問、報告）

11月26日 第１回生物多様性国家戦略小委員会
・・・論点、環境省の施策紹介、関係省庁からの施策ヒアリング

12月17日 第２回生物多様性国家戦略小委員会
・・・関係団体からのヒアリング①

2022年

1月19日 第３回生物多様性国家戦略小委員会
・・・関係団体からのヒアリング②、ヒアリング結果とそれを踏まえた骨子案

3月22日 第４回生物多様性国家戦略小委員会
・・・素案審議

4月8日 30by30ロードマップ公表
7月11日 第５回生物多様性国家戦略小委員会

・・・素案審議

８月10日 第45回中央環境審議会自然環境部会
・・・生物多様性国家戦略素案について（審議）

12月
生物多様性条約COP15第二部（12月7～19日）において、
昆明・モントリオール生物多様性枠組の決定

2023年

１月23日 第６回生物多様性国家戦略小委員会
１月30日～

2月28日 パブリックコメント、地方説明会
３月13日
下旬

第７回生物多様性国家戦略小委員会、第46回中央環境審議会自然環境部会
閣議決定（見込み）

12
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